
紅梅学園における新型コロナウイルス感染についてご報告

　１月９日（土）に、紅梅学園の職員１名が外部での濃厚接触の疑いがあることから抗原検査を実施し
た結果「陽性」が確認されました。その後、所管保健所と連絡を取り対応を協議し、現在は下記のとおり
対応しておりますのでご報告いたします。

１．感染者への対応について
　感染が判明した職員については、濃厚接触の疑いがあることから１月７日から休みを取っており、１
月９日（土）に検査結果が判明する現在も自宅待機をしております。

２．施設の対応について
　１月７日（木）の緊急事態宣言以降、紅梅学園におきましては、外部の施設の利用、短期入所事業の受
け入れ、生活介護の通所者の受け入れを停止しております。１月12日時点で、紅梅学園利用者及び職員
につきましては健康状態に特段の変化は見られません。

３．今後の対応について
　所管保健所の見解では、感染が判明した職員は陽性反応が確認された２日前から休みを取っており
感染の可能性は低いとのことですが、念のために紅梅学園職員全員に対し、PCR検査を実施することと
しております。

　利用者・ご家族の皆様、関係者の皆様には多大のご心配をおかけしております。今後も保健所等の
関係機関と連携を取りながら感染予防を徹底し、法人運営を行ってまいります。
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紅梅学園における新型コロナウイルス感染についてご報告（第二報）

　１月９日（土）、社会福祉法人紅梅会 紅梅学園の職員１名に抗原検査の結果「陽性」が確認されましたが、
その後、紅梅学園全職員のＰＣＲ検査を実施した結果、１月20（水）に全員の「陰性」が確認されました。

　感染が判明した職員は、陽性反応が確認された２日前から休みを取っており、感染拡大の可能性は低
いと所管保健所の見解であり、職員全員が陰性だったこと、また利用者様も含め体調不良等がないこと
から、施設内において感染拡大せず収束させることができたと考えております。

　今後とも関係機関と連携を取りながら感染予防を徹底し、法人運営を行ってまいりますので、ご協力
を賜ります様よろしくお願い申し上げます。

2021年1月20日　　

社会福祉法人　紅梅会
理事長　土屋　宏




